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１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　　（イ）未組織支部の拡充
　　（ロ）発足支部会の活動援助
　　　　　　　　　　　 （10支部）
４．｢くれたけだより｣の発行
　　平成25年４月 第37号   7,500部
　　平成25年９月 第38号   7,500部
５．呉竹祭の開催
　　平成26年10月18日
６．呉竹医学会への参加
　　平成26年10月17日
　　　呉竹医学会発表
７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　平成27年３月
８．功労者　表彰
　　平成26年５月
　　　呉竹祭
　　　実行委員長・副委員
９．平成26年度 東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　平成27年３月13日

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　　（イ）未組織支部の拡充
　　（ロ）発足支部会の活動援助
　　　　　　　　　　    （10支部）
４．｢くれたけだより｣の発行
　　平成25年５月  第35号  13,000部
　　平成25年10月  第36号   7,500部
５．呉竹祭の開催
　　平成25年10月19日
６．呉竹医学会への参加
　　平成25年10月18日
　　呉竹医学会発表
７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　平成25年３月　75部
８．功労者　表彰
　　平成25年５月26日
　　　呉竹祭
　　　実行委員長・副委員　２名
９．平成25年度  東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　平成26年３月14日
　　　鍼灸マッサージ科　２名
　　　鍼灸科　　　　　　３名
　　　柔道整復科　　　　３名
　　　鍼灸マッサージ教員養成科  １名

平成25年度 事業報告 平成26年度 事業計画

平成26年度　予　　　算
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 25年度決算 26年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,587,722 1,465,026
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 5,880,000 5,370,000 新会員＠30,000×179名
４．預 金 利 子 2,219 4,000
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 734,760 700,000

収　入　合　計 8,704,701 8,039,026
支出の部

費　　　　　目 25年度決算 26年度予算 備　　　　　　考
１．運 営 費 4,378,185 4,410,000
　⑴人 件 費 46,200 70,000
　⑵一 般 経 費 4,331,985 4,340,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 複写機リース料、パフォーマンスチャージ等
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,559,877 2,500,000 くれたけだより（総会のご案内）
　　　交 通 費 590,510 600,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,181,598 1,200,000 くれたけだより
　　　会 議 費 0 0
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 2,861,490 2,970,000
　⑴総 会 費 267,486 300,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 957,709 1,000,000
　⑷表 彰 費 100,545 100,000 功労者表彰
　⑸学 校 行 事 協 賛 費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 65,750 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支 部 発 足 準 備 費 0 0
　⑾学内同好会補助費 60,000 60,000 ３同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特 別 会 計 組 入 額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　０万円
　　90周 年 記 念 準 備 0 0 期末残高　250万円（見込）
　　予備費／次期繰越 1,465,026 659,026

支　出　合　計 8,704,701 8,039,026

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日〜平成26年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　度　別
会員よりの受入

呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計
人　数 金　額

前 年 度 繰 越 金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,311,780 36,325,053
平 成 25 年 度 0 0 0 0 8,722 8,722

計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,320,502 36,333,775

平成25年度　決 算 報 告 書
（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 25年度予算 増減（決算−予算） 25年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,587,722 0 1,587,722
２．運営活動準備金取崩 0 0 0
３．会 費 5,880,000 0 5,880,000 新会員＠30,000×196名
４．預 金 利 子 4,000 −1,781 2,219
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 500,000 234,760 734,760

収　入　合　計 8,471,722 232,979 8,704,701
支出の部

費　　　　　目 25年度予算 増減（決算−予算） 25年度決算 備　　　　　考
１．運 営 費 5,010,000 −631,815 4,378,185
　⑴人 件 費 70,000 −23,800 46,200
　⑵一 般 経 費 4,940,000 −608,015 4,331,985
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,800,000 −240,123 2,559,877 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 600,000 −9,490 590,510 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,500,000 −318,402 1,181,598 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 20,000 −20,000 0
　　　雑 費 20,000 −20,000 0
２．活 動 費 3,010,000 −148,510 2,861,490
　⑴総 会 費 300,000 −32,514 267,486
　⑵理 事 会 費 50,000 0 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,000,000 −42,291 957,709
　⑷表 彰 費 100,000 545 100,545 功労者表彰
　⑸学 校 行 事 協 賛 費 60,000 0 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 −34,250 65,750
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 20,000 −20,000 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 0 1,000,000 支部会事務費
　⑽支 部 発 足 準 備 費 100,000 −100,000 0
　⑾学内同好会補助費 100,000 −40,000 60,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特 別 会 計 組 入 額 0 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 0
　　90周 年 記 念 準 備 0 0 0 期末残高　250万円
　　予備費／次期繰越 451,722 1,013,304 1,465,026

支　出　合　計 8,471,722 232,979 8,704,701

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　平成26年３月31日　　　　　　　会　長　櫻井　　弘 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　海老原　勝 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　平成26年５月15日　　　　　　　監　事　牛込　信喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内山　真喜 ㊞
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目
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催
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催
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。
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催
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ら
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。

　

ま
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で
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ナ
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人
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よ
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さ
れ
ま
し

た
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り
た
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！
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り
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き
ゅ
う
師
の
お
し
ご
と
』

幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ坂本　歩・著
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後臨床　
修講座

卒卒卒
研研研

講　座　名 開催日／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容　／　受講に必要な資格

良導絡　初級

11月11日・12月９日・１月13日・
２月10日・３月10日（火曜日開催）

荷見　圭子　先生　良導絡専門医
森川　和宥　先生　良導絡専門師　東京医療専門学校教員養成科講師
後藤　公哉　先生　良導絡専門師
桑原　俊之　先生　良導絡専門師18:30 〜 20:40
経絡を電気で捉える客観的な現代鍼灸治療。
良導絡は、自律神経の興奮性を、皮膚通電抵抗を指標として捉え、鍼灸（直流電気）で調整する治療法です。学会認定の良導絡専門医（師）講師陣が基礎
から臨床まで解説いたします。東京医療専門学校と日本良導絡自律神経学会より修了書をお渡しいたします。10,000円
受講に必要な資格：鍼灸マッサージ師or鍼灸師

外傷処置
※代々木校舎にて講座
　開催

11月13日･12月11日･ １ 月 ８ 日・
２月12日･ ３月12日（木曜日開催）

深澤　晃盛　先生　野島整骨院（チーフ）　東京医療専門学校　柔道整復科講師

近年、医療進歩はめざましく、高齢化に伴う疾病構造の変化、国民の医療に対する関心の高まりなど、医療を取り巻く環境は大きく変化しております。将来、
開業して患者と接し傷病の鑑別や施術を行う柔道整復師においては、卒業後さらに骨折、脱臼など「ケガ」の処置ができる能力を高めておく必要があります。
今回は、外傷処置という共通テーマで月１回、合計５回の講座を企画いたしました。各疾患ごとの施術において必要な検査法、整復法、固定法はもちろん、
画像解析や後療法を含めた構成になっております。是非、この機会に高い臨床能力を修得してみませんか!!

18:30 〜 20:40

10,000円 受講に必要な資格：柔道整復師

医古文入門
11月19日･12月17日･ １ 月21日･
２月18日･ ３月18日（水曜日開催）

小杉　順一　先生　東京医療専門学校　鍼灸科講師

この講座は、漢文を読むための基礎的な力をつけることを目標にしています。将来は医古文の密林を一人で探査できるはずです。古典は臨床に役立つヒン
トが隠され、発掘されるのを待っています。故きを知る道の一歩をみんなで踏み出しましょう。18:30 〜 20:30
受講に必要な資格：資格の有無は問いません。10,000円

経絡治療　基礎

11月20日･12月18日･ １ 月15日･
２月19日･ ３月19日（木曜日開催）

岡田　明三　先生　神宮前鍼療所院長、㈶東洋療法研修試験財団評議員、経絡治療学会会長、明鍼会会長、東京医療専門学校教員養成科講師

金子　宗明　先生　はりきゅう小田原治療室室長、経絡治療学会関東支部支部長、経絡治療学会夏期大学講師、ボストンNEW ENGLAND SCHOOL OF 
ACUPUNCTUREセミナー講師、ドイツVPTアカデミー・セミナー講師

中村　　尚　先生　はりきゅう中村旦那堂院長、経絡治療学会関東支部講師、経絡治療学会夏期大学講師

船水　隆広　先生　東京医療専門学校鍼灸科専任教員、特別支援学校（視覚）理療科教員免許法認定講習講師、経絡治療学会講師
18:30 〜 20:40

経絡治療学会関東支部より講師を招き、経絡治療を臨床で実践する為の基礎学問、四診（特に脈診）、基礎治療法までを学習します。終了時には、東京医療
専門学校と経絡治療学会より修了書をお渡しいたします。

10,000円
受講に必要な資格：鍼灸マッサージ師or鍼灸師

スポーツ鍼灸

12月17日・1月21日・2月17日・
3月17日（火・水曜日開催）

古屋　英治　先生　東洋医学臨床研究所 所長　医学博士

上原　明仁　先生　東洋医学臨床研究所 所長補佐

金子　泰久　先生　東洋医学臨床研究所 所長補佐

紀平　晃功　先生　東洋医学臨床研究所 運動療法担当

19:00 〜 21:00 スポーツ現場での活動経験豊かな講師陣が、実際の活動を基にスポーツ傷害への対応や考え方を解説します。また現場のみでなく学術的側面からも、国内
外のスポーツ鍼灸に関する研究やCase Studyを紹介すると共に鍼灸治効理論からスポーツ鍼灸を捉えなおし、状況に応じた再現性の高い効果的な鍼灸の使
用法を紹介します。

8,000円 受講に必要な資格：鍼灸マッサージ師or鍼灸師or柔道整復師

卒後臨床研修講座 申込フロー申込フロー申込フロー

①申込 東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ左側にある『卒後臨床研
修講座』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学校へFAX
にてお送りください。（FAX：03-3358-3976）

受講票を事務窓口で
お渡し致します。
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。

定員超えによる抽選にもれた場合
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。

申込キャンセルの場合

申込締切前　ご連絡ください。

申込締切後（振込前まで）

　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。

受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。

キャンセルのお電話が頂けない場合

　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。

②申込
　締切

③受講日
　当　日

受講可能な場合
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。
指定口座へのお振り込みをお願い
します。
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾

ｋ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
塾
の
ご
案
内

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に

国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に

　

鍼
灸
師
・
柔
道
整
復
師
の
養
成
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
長
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た

国
家
試
験
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
国
家
試
験

合
格
へ
の
確
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

　

年
々
、
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
「
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
・
柔
道
整
復
師
」
の
国
家
試
験
へ
の
万
全
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
他
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
募
集
概
要
・
申
込
方
法
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　本年度より本校各科は、文部科学省が新たに創設した「職業実践専門課程」に認定されました。職業実践専門課程とは、職業に必要
な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として実務に関する知識、技術及び技能について組織的な教育を行い、専修学校にお
ける職業教育の水準の維持向上を図ることを目的とするものです。
　そこで、本年度後期の卒後臨床研修講座では新たな試みとして、全日本鍼灸学会や日本柔道整復接骨医学会およびその関連団体との
連携をはかり、連続講座を開催する運びとなりました。「良導絡講座」は日本良導絡自律神経学会、「経絡治療講座」は経絡治療学会と
の連携により、本校と各学会の連名で修了書も発行することとなりました。「スポーツ鍼灸講座」は呉竹学園東洋医学臨床研究所、「外
傷処置講座」は柔道整復科講師の深沢晃盛先生が担当して実践的臨床能力の修得を目指します。
　また、“東洋医学の灯を消さない”という創立の理念に基づき「医古文講座」を初めて開講いたします。講師には長年本校で教鞭を
執られた小杉順一先生が担当して、初歩から学んでいきます。奮って是非ご参加ください。

火
曜
開
催

10 月 11月 12月 1月 2月 3月
7日 14日 21日 28日 4日 11日 18日 25日 2日 9日 16日 23日 30日 6日 13日 20日 27日 3日 10日 17日 24日 3日 10日 17日 24日 31日

1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週
良導絡　初級 ① ② ③ ④ ⑤

水
曜
開
催

10 月 11月 12月 1月 2月 3月
1日 8日 15日 22日 29日 5日 12日 19日 26日 3日 10日 17日 24日 31日 7日 14日 21日 28日 4日 11日 18日 25日 4日 11日 18日 25日
1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週

医古文入門 ① ② ③ ④ ⑤
木
曜
開
催

10 月 11月 12月 1月 2月 3月
2日 9日 16日 23日 30日 6日 13日 20日 27日 4日 11日 18日 25日 1日 8日 15日 22日 29日 5日 12日 19日 26日 5日 12日 19日 26日
1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 5週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 5週

外傷処置 ① ② ③ ④ ⑤
経絡治療　基礎 ① ② ③ ④ ⑤

卒後臨床研修スケジュール

　　　　　　　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要
事項を記入の上FAXにてお申し込みください。ホームページからダウンロードが
できない場合は、お電話にてお問い合わせください。（TEL：03-3341-4043
　FAX：03-3358-3976）
　受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、併せ
てご確認ください。各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会
については相互刺鍼があるため、刺激を受けることが出来ない方（妊婦・過敏症
の方）はご遠慮ください。
　申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。また講義中、HP掲載用
の写真を撮らせていただきます。ご了承ください。

申 込 方 法

※外傷処置のみ代々木校舎にて開催します。その他の講座は、四谷校舎にて行います。

スポーツ鍼灸につきましては、申し込み開始日・締め切り日を右記とします。申し込み開始日：10月15日　申し込み締切日：11月26日
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須
藤　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

澤
田
先
生　

こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
は
資
格
取
得
後
す
ぐ

に
開
業
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、

教
員
養
成
科
の
方
を
卒
業
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
教
員

養
成
科
に
入
学
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　

澤
田
先
生　

鍼
は
、
痛
み
が
出
る

と
こ
ろ
以
外
に
も
打
ち
ま
す
よ
ね
。

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
と
こ
ろ
に
打
っ
て
、

痛
み
が
な
ん
で
そ
ん
な
に
消
え
る

の
？
と
患
者
さ
ん
に
聞
か
れ
る
の

が
、
鍼
灸
師
と
し
て
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
質
問

に
、
東
洋
医
学
の
話
を
し
て
患
者
さ

ん
に
納
得
し
て
も
ら
う
と
、
治
療
の

効
果
が
高
ま
る
と
も
思
い
ま
し
た
。

そ
う
思
い
ま
し
た
の
で
、
何
か
ア
ド

バ
ン
ス
的
な
、
国
家
資
格
の
先
に
あ

る
も
の
を
受
け
た
い
。
そ
う
思
っ
た

こ
と
が
教
員
養
成
科
に
入
学
し
た

き
っ
か
け
で
す
。
教
員
養
成
科
に

行
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
今
の
自
分
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
鍼
灸
の
世
界
が

ど
う
い
っ
た
業
界
の
な
の
か
、
鍼
灸

に
は
ど
う
い
っ
た
治
療
が
あ
る
の
か

イ
メ
ー
ジ
で
き
て
、
引
き
出
し
が
増

え
た
と
思
い
ま
す
。

　

須
藤　

教
員
養
成
科
に
入
学
さ
れ

た
の
は
、
そ
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ

た
の
で
す
ね
。
現
在
は
治
療
院
を
開

業
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
在
校
生
・
卒

業
生
に
も
開
業
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
が
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

澤
田
先
生　

資
金
繰
り
か
ら
何
も

か
も
、
自
分
で
実
体
験
す
る
こ
と
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
私
は
卒
業
後
、

鍼
灸
院
の
店
舗
展
開
を
し
て
い
る
大

き
な
会
社
に
勤
め
ま
し
て
、
そ
こ
で

二
十
件
近
く
の
治
療
院
の
立
ち
上
げ

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
得

た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

立
ち
上
げ
て
か
ら
患
者
さ
ん
が
付

く
ま
で
が
一
番
大
事
な
時
期
に
な
り

ま
す
。
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
ど
れ

だ
け
満
足
し
て
も
ら
う
か
、
感
動
し

て
も
ら
う
の
か
、
ま
た
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
追
求
し
て
お
り
ま
す

し
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
院
は
ど
う

い
っ
た
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
か
？

　

澤
田
先
生　

体
が
痛
か
っ
た
り
辛

か
っ
た
り
す
る
方
と
い
う
の
は
、
表

情
ま
で
暗
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
方
を
少
し
で
も
明
る
く
し
た
い

と
思
い
、
治
療
の
中
に
「
美
容
鍼
」

も
取
り
入
れ
て
、
外
見
も
綺
麗
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
綺

麗
に
な
る
と
、
気
持
ち
も
明
る
く
な

る
も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
の
四
割
ほ

ど
、
女
性
に
限
定
す
る
と
六
、七
割

の
方
が
美
容
鍼
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
最
近
は
健
康
美
と
い
っ

た
考
え
方
が
あ
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
美
容
で
い
う
と
、
美
容
外
科

で
は
「
ウ
ル
セ
ラ
」
と
い
う
も
の
が

あ
っ
て
、「
美
容
鍼
」
と
考
え
方
も

似
て
い
る
の
で
す
が
、
ウ
ル
セ
ラ
は

三
十
万
円
以
上
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
金
額
が
数
千
円
の
美
容
鍼

の
方
が
、
患
者
さ
ん
の
負
担
も
少
な

く
、
美
容
鍼
の
良
い
面
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
院
で
は
、
ど

う
い
っ
た
人
材
を
ほ
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

　

澤
田
先
生　

独
立
開
業
す
る
覚
悟

の
あ
る
方
が
ほ
し
い
で
す
。
た
と
え

将
来
独
立
し
な
く
て
も
、
そ
の
つ
も

り
で
仕
事
に
臨
ん
で
い
れ
ば
、
仕
事

の
ス
ピ
ー
ド
も
ク
オ
リ
テ
ィ
も
変

わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
極
端
で
す

け
ど
も
、
一
言
っ
た
ら
十
気
づ
く
よ

う
な
方
。
全
部
話
さ
な
く
て
も
、
残

り
の
部
分
を
想
像
で
き
る
方
が
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
う
ち
の
治

療
院
で
は
そ
う
い
っ
た
人
材
に
育
て

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

そ
う
い
っ
た
人
材
に
な
る

た
め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
？

　

澤
田
先
生　

サ
ー
ビ
ス
精
神
を
学

ん
で
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自

る
経
験
が
自
分
の
本
業
や
将
来
に
役

立
た
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
や
対
応
を
学
ぶ
と
い
う
意

味
で
は
、
働
く
分
野
と
い
う
の
は
関

係
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
分
野

で
も
得
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
い
か
に
本
業
に

生
か
し
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
働
い
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
学
生
で
あ

れ
ば
、
学
校
の
勉
強
で
あ
る
解
剖
・

生
理
・
経
絡
な
ど
が
分
か
っ
て
い
な

い
と
自
分
の
自
信
に
繋
が
り
ま
せ
ん

し
、
き
ち
ん
と
勉
強
を
し
て
自
分
の

知
識
の
軸
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
今
後
の
目
標
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

澤
田
先
生　

資
格
を
取
っ
て
も
違

う
業
界
で
働
い
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
こ
の
業
界
に
入
っ
た
時
に
は
、

夢
と
希
望
を
抱
い
て
入
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
業
界
の

魅
力
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
従
業

員
に
は
、
独
立
し
た
時
に
や
っ
て
い

け
る
よ
う
に
、
独
立
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
、
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

澤
田
先
生　

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

分
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

時
、
何
を
さ
れ
た
ら
う
れ

し
い
の
か
。
自
分
が
受
け

て
嬉
し
い
な
っ
て
思
っ
た
こ

と
を
、
自
分
が
患
者
さ
ん
に

で
き
る
か
と
い
う
と
、
で
き

な
い
人
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
必
要
と
さ
れ
る
先
生
。

〝
魅
せ
れ
る
〟
先
生
。
こ
の

先
生
に
治
療
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
わ
れ
る
先
生
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
治
療
院
で
は
な
く
、
ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
や
コ
ン
ビ
ニ
で

働
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
働
い
て
い

治

療
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

OB・OG

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

    

四
谷
校
舎
事
務
　

須
藤
　

昌
隆

 代表取締役
澤田　翼先生

　

新
百
合
ヶ
丘
に
開
業
を
さ
れ
た
澤
田
先
生
。
先

生
の
治
療
室
に
は
ど
う
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
の
か
、

ま
た
開
業
に
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
経
験
、
考

え
方
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
、
伺
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

株
式
会
社
ア
ー
カ
ー
シ
ャ　

新
ゆ
り 

は
り･

き
ゅ
う
院　

整
骨
院

http://www.takachiho-medical.co.jp/    E-mail：medimann@takachiho-medical.co.jp
〒182-0036 東京都調布市飛田給1-45-4   TEL：042-498-1911  FAX：042-480-6361

Quadroflex

鍼灸・手技・理学療法台の最高峰
ジムナ カウチシリーズ
クワドロフレックス

お任せください。鍼灸・接骨用品から開業のサポートまで！
新時代・新医療へのパートナー

 

 

〒225-0002 横浜市青葉区美しが丘 2-17-39 
電話：045-901-5471 FAX:045-902-9262 
営業所：大阪・新潟・福島・仙台 
ｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾌﾟ:http://www.e-kenkou.jp/ 
e-mail ：info＠kanaken．co．jp 
 

東 洋 医 学 
はり、もぐさ、物理療法機器 

 

鍼灸治療院・接骨院をご開業、又
は改装等をお考えの際には、ベテ
ランの営業マンがご対応させて
いただきます。 
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 院長
大口浩司先生

　

新
宿
駅
か
ら
電
車
で
約
五
分
。
笹
塚
駅
か
ら
商
店

街
を
く
ぐ
る
と
、
大
口
先
生
の
治
療
院
が
見
え
て
き

ま
す
。
肩
こ
り
・
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
だ
け
で
な
く
、
体

の
ゆ
が
み
も
矯
正
す
る
大
口
先
生
。
ど
う
い
っ
た
流

れ
で
治
療
を
進
め
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
し
た
。

笹
塚
フ
ィ
ジ
オ
鍼
灸
院
・
整
骨
院

悪
い
の
か
を
鑑
別
で
き
ま
す
し
、
ひ

い
て
は
自
分
の
身
も
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
仕

事
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ド
ク
タ
ー
や
医
療
関
係
者
な

ど
と
お
話
を
す
る
機
会
が
今
後
で
て

き
ま
す
が
何
故
そ
の
治
療
を
選
択
し

矯
正
の
技
術
や
知
識
も
、
体
の
構
造

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
す
る
上
で
の

モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？

　

大
口
先
生　

施
術
前
後
の
写
真
を

見
せ
る
な
ど
、
ど
う
変
化
が
出
た
の

か
患
者
さ
ん
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
特
に
背
中
や
腰
な
ど
の
体

の
背
面
の
痛
み
は
、
ご
自
身
で
は
正

確
な
位
置
が
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
ま
た
施
術
中
も
、
患
者
さ
ん
に

写
真
を
見
て
も
ら
い
、
痛
い
場
所
が

ど
こ
な
の
か
、
患
者
さ
ん
と
『
共
通

認
識
』を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
的
に
治
療
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
写
真
を
見
な
が
ら
患
者
さ
ん
と

痛
い
場
所
を
確
認
し
、
そ
の
痛
み
を

治
す
た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
治
療
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
う
い
っ
た
手
順
で
治
療
を
し
て

い
く
の
か
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
、
患

者
さ
ん
に
自
分
の
体
の
状
態
・
治
療

の
流
れ
に
つ
い
て
ご
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
治
療
を
進
め
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

須
藤　

最
後
に
学
生
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

大
口
先
生　

学
生
の
皆
様
は
、

『
今
』
何
の
た
め
の
勉
強
を
し
て
い

る
か
良
く
分
か
ら
ず
や
っ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
知
識
を
つ
け

れ
ば
自
分
が
取
り
扱
っ
て
良
い
の
か

要
と
な
り
ま
す
。

　

患
部
を
割
り
出
し
ま
し
た
ら
、
ゆ

が
み
を
矯
正
し
て
い
き
ま
す
。
矯
正

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
力
任
せ
に
は
絶
対

に
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。
捻
転
力
を

使
っ
て
い
る
の
で
、
矯
正
上
は
ほ
と

ん
ど
力
を
加
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
関

節
を
合
せ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
ょ
う
か
。

　

須
藤　

そ
う
な
の
で
す
ね
。
そ
う

い
っ
た
知
識
と
い
う
の
は
、
ど
こ
で

身
に
つ
け
る
も
の
な
の
で
す
か
？

　

大
口
先
生　

卒
業
後
接
骨
院
や
整

形
外
科
な
ど
に
勤
め
、
先
生
方
に
教

え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
矯
正
の
知
識

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
見
て
、
施
術
前
後
に
体
に
ど
う

い
っ
た
変
化
が
生
ま
れ
る
の
か
を
治

療
の
現
場
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
学
び
、

体
の
ひ
ず
み
の
原
因
や
治
し
方
に
つ

い
て
の
知
識
を
増
や
し
て
い
き
し

た
。
ま
た
Ａ
Ｔ
の
勉
強
会
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
質
問
を
す
る

な
ど
、
知
識
を
増
や
す
努
力
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

須
藤　

学
生
の
間
に
特
に
勉
強
す

べ
き
分
野
は
ど
う
い
っ
た
箇
所
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
口
先
生　

や
は
り
解
剖
学
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
体

の
大
き
さ
と
い
う
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
。
つ
ぼ
の
位
置
を
覚
え
る

だ
け
で
は
実
際
に
現
場
に
出
て
か
ら

困
る
と
思
い
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

見
る
時
も
解
剖
の
知
識
は
必
要
で
す

し
、
体
の
構
造
を
理
解
し
て
お
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
は
、
柔
整
科
で
学
ん
だ
知
識

は
貴
重
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
体
の

ど
こ
を
引
っ
張
っ
た
ら
、
ど
こ
が
伸

び
て
ど
う
体
に
影
響
を
与
え
る
の

か
、
体
の
構
造
を
理
解
で
き
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
、
本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
口
先
生　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
院
で
は
、
肩

こ
り
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
を
取
り
扱
う

だ
け
で
な
く
、
産
後
の
骨
盤
治
療
や

体
の
ゆ
が
み
を
整
え
る
こ
と
ま
で
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
体
の
ゆ
が
み
と
い

う
の
は
ど
う
い
っ
た
形
で
診
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
口
先
生　

徒
手
に
よ
る
当
院
独

自
の
姿
勢
分
析
を
行
い
、
そ
の
後
触

診
・
検
査
を
繰
り
返
し
、
患
部
を
割

り
出
し
ま
す
。
鑑
別
診
断
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
患
部
だ
け
を
診
ず
に
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
重
要

な
疾
患
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
鑑
別
診
断
は
特
に
重

た
の
か
、
そ
し
て
ど
う
し
て
そ
れ
を

行
っ
た
の
か
な
ど
説
明
で
き
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で

す
。

　

須
藤　

先
生
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
口
先
生　

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
、
写
真
か
ら
も
見
て
取
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
…
体
の
ゆ
が
み
を
治
す

　

私
も
先
生
に
体
を
診
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
体
を
右
・
左
に
振
る
と
、

右
に
曲
げ
る
時
は
体
を
無
理
に
捻
る

　

右
下
肢
の
筋
力
低
下
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
第
四
腰
椎
の

歪
み
が
原
因
と
割
り
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

先
生
に
体
を
矯
正
し
て
い
た
だ
く

と
体
が
軽
く
な
り
、
体
を
曲
げ
た
時

に
出
る
「
ひ
っ
か
か
っ
た
感
覚
」
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
よ
う
に
体
が
大
き
く
ゆ
が
ん

で
い
る
場
合
は
、
鍼
灸
の
前
に
、
ま

ず
は
体
の
ゆ
が
み
を
と
る
そ
う
で
す
。

体
の
土
台
を
治
さ
な
い
と
、
鍼
灸
の

効
果
も
薄
れ
て
し
ま
う
。
と
い
う
先

生
の
お
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

治
療
中

治
療
後
（
右
に
ひ
ね
る
）

治療前（左にひねる） 治療前（右にひねる）
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柔
道
整
復
科

鍼　

灸　

科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科 治療院・施術所 86％

医療機関
（病院･医院等）5％ その他 5％

治療院･施術所
（美容関係）4％

治療院・
施術所
 75％医療機関

（病院･医院等）
5％

介護･福祉
施設 3％

美容・リラク
ゼーション・
エステ関連
 3％

訪問専門
3％

その他
11％

治療院・
施術所
 64％

医療機関
（病院･医院等）
2％

美容･リラク
ゼーション･
エステ関連
4％

スポーツ
関連施設
 3％

その他
27％

進　

路　

先　

内　

訳

　鍼灸師卒後臨床研修は、鍼灸師が医療人とし
ての人格を涵養するとともに、果たすべき社会
的役割を認識しつつ、業務として取り扱う疾患
などに適切に対応できるよう基本的な臨床能力
（態度、知識、技能）を身に付けることにある。

 
　AcuPOPJ 国民のための鍼灸医療推進機構
（以下「機構」という。）

　原則として、新規免許取得者（既免許取得者
で研修を希望する者も含む）かつ、機構が定め
た研修を受けることができる方です。

　研修開始から原則２年間（詳しくは実施要領
を参照）

　研修費用は２年間で４万円
　ただし、公益社団法人東洋療法学校協会加盟
校の卒業生は、２年間で２万円です。

　AcuPOPJ 国民のための鍼灸医療推進機構の
ポータルサイト「鍼灸 net」のトップページの
右記のバナーをクリックするか、
下記のURLをご覧ください。
http://www.shinkyu-net.jp/press/training2

AcuPOPJ 国民のための鍼灸医療推進機構・鍼
灸師卒後臨床研修係
　住所：〒160-0008
　　　　東京都新宿区三栄町３
　　　　東京医療専門学校内　担当：田辺
　FAX：03-3351-9051
　メールアドレス：kenshu@shinkyu-net.jp

鍼灸師卒後臨床研修実施のお知らせ
本研修の目的 実施期間

研修費用

お問い合わせ先

申込方法・実施内容の詳細

主　催

研修対象者

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

　就職先の分野としては、例年以上に治療院・施術所の割合が非常に高い結果
となりました。ここ数年、病院・医院などの医療機関へ就職する学生が増加傾
向にありましたが、昨年度の卒業生については医療機関への就職者が減少した

ことが特長的といえます。
　また、鍼灸マッサージ科・鍼灸科で増加傾向にあった美容・リラクゼーショ
ン関係への割合が減っていますが、これは治療院・施術所においても美容関係
の施術を取り入れるところが増えている結果と考えられます。

柔
道
整
復
科

鍼　

灸　

科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

治療院等に
勤務 36％

その他 6％

進学する
12％

一般企業等に
内定･就業中
２％

開業・開業を予定 2％

別の分野への
就職活動をする 4％

国家試験終了
後に就職先を
探す　34％

治療院等に
内定 4％

治療院等に
勤務 37％

治療院等
に内定
６％開業・開業を予定 6％

一般企業等に
内定・就業中
8％

その他 4％

進学する
11％

国家試験
終了後に
就職先を
探す 28％

治療院等に
勤務 34％進学する

8％

その他 6％

治療院等
に内定
11％

開業・開業を予定 2％

一般企業等に
内定・就業中
８％

別の分野への
就職活動をする 2％

国家試験
終了後に
就職先を
探す 29％

進　
　

路　
　

状　
　

況

②  進路先内訳

　平成 24 年３月の卒業生の進路状況の調査結果では、既に就職先が決定して
いる学生（※）は、全体として 49％となり、科毎でみると鍼灸マッサージ科
42％、鍼灸科 51％、柔道整復科 53％となっております。昨年と比較すると鍼
灸マッサージ科で約 10％アップ、鍼灸科で約 20％アップ、柔道整復科では４％
マイナスとなっております。
　今回の集計において特長的だったのが、鍼灸マッサージ科・鍼灸科にて開業・

開業予定の比率が低くなったことといえます。
　また、国家試験終了後に就職活動を行うという割合は、昨年とほぼ同様の割
合を占めています。年々、国家試験の難易度が高まっており、働きながら国家
試験を受験する学生が減っていること、また在学中には異業種のアルバイトを
行っているケースが多くみられることが原因と思われます。
　また特に鍼灸科では、進学者の割合が高まったことも特長としてあげられ
ます。
※一般企業等も含めて既に就業中・内定の割合（開業・開業予定は除く）

①  進　路　状　況

東京医療専門学校では、「進路状況」「進路先内訳」のアンケートを平成 20年度から実施しています。今号では、本年３月に卒業した学生の動
向についてお知らせいたします。

卒業生進路状況と進路先内訳平成
25年度
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リ ン パ 浮 腫 療 法 士 として活躍する

資料のご請求・お問い合わせ
ベテル南新宿診療所　103-5333-8482
mail:lt_info@bethel-shinryosho.jp

【第３回　リンパ浮腫療法士資格取得講習会　募集概要】

リンパ浮腫療法士（LT）　資格取得講習会の受講について

リンパ浮腫療法士　資格取得講習会の概要

「一般社団法人　リンパ浮腫療法士認定機構」の認定施設となっている
東京医療専門学校。

　（一社）リンパ浮腫療法士認定機構が認定する「リンパ浮腫療法士（LT：Lymphedema Therapist）」を養成する資格取得講習会を、提携医療機関であるベテル南新宿診療所と
のタイアップにより実施しています。「リンパ浮腫療法士（LT）」は、複合的治療（CDT）を中心にリンパ浮腫の診療に必要な専門知識と技術を持った専門家です。複合的治療
（CDT）は、主に癌に罹患し治癒された方や現在も治療中の方を対象とした治療のため、専門的な知識と技術、そして臨床経験が必要となります。現状では、この治療を必要としてい
る患者の方の数に対し、施術者の数が絶対的に不足しています。
　この講座では、資格取得だけでなく即戦力となる「リンパ浮腫療法士（LT）」を養成します。
　医療従事者として、自分自身の治療の幅を広げ、一人でも多くの患者の方をリンパ浮腫から解放できる人材として将来活躍できます。

～導入から資格認定手続きまで一貫したサポートプログラムで
　即戦力となるリンパ浮腫治療のスペシャリストを目指す～

　本講座では、導入としてリンパ浮腫に必要な解剖・生理学の理解から始まり、主体となる治療の
概論、実技指導を経て、臨床実習さらにはリンパ浮腫療法士認定試験受験の準備、認定取得の手続
きまで一貫した指導プログラムを提供します。
　特に講義では、解剖学、乳腺外科、婦人科、血管外科、
形成外科などの現役で活躍している専門医師が臨床的な知
識を教授します。また実技では、経験豊かなリンパ浮腫療
法士がリンパドレナージやバンテージ療法など複合的治療
（CDT）を指導。さらにクリニック研修（臨床実習）では、
実際の罹患者の診断から治療までを見学するなど、徹底し
た実践指導で即戦力となる療法士の養成を行っています。

　即戦力となる人材の育成を目指し、本講座では実習、特に臨床現場での研
修に重点をおきました。提携しているベテル南新宿診療所の協力により、2日
間のクリニック研修を予定しておりま
す。クリニック研修では通院中の方にご
協力いただき、軽症・重症、原発性・続
発性、創傷処置など多種多様な症例の診
断から治療までを一貫して見学していた
だけます。少しでも多くの症例を間近に
見ていただくことでより即戦力となるス
キルを磨くことができます。

１．臨床に活かせる一貫したプログラム ２．充実したクリニック研修

 受講期間 【第３回　リンパ浮腫療法士（LT）資格取得講習会】
  ●平成26年11月29日～平成27年３月28日
  ●上記期間中の土曜日および平日の夜（主に金曜日）を中心に開催予定
  ※詳細な受講日程は、募集要項にてご確認願います

 募集期間 ●平成26年10月10日～10月25日  必着（募集期間中でも予定数に達した場合、募集を終了する場合があります）

 受講資格 ●受講資格はリンパ浮腫療法士認定機構の認定資格に準じますが、近い将来においてその基準を満たす
予定の方も受講可能です。

  《受講資格：下記①および②に該当される方》
  ①日本国における医師・看護師・理学療法士・作業療法士・あん摩マッサージ指圧師・柔道整復師のい

ずれかの資格を有している方
  ②上記資格取得後、２年以上の実務経験を有している方もしくは近い将来、２年以上の実務経験を有す

ることになる方

 講座概要 ●講義形式：45単位
  ●実習形式：90単位
  ※１単位＝約１時間、計135単位
  ●臨床実習：多種多様な治療を見学予定
  ※講習内容は、「リンパ浮腫療法士認定機構」の定めた講習内容に準ずる
  ※全ての講義終了後、筆記試験・実技試験を実施する

 受講費用 ●一般の方：432,000円（教材費含む／消費税込）
  ●呉竹学園関係者の方：324,000円（教材費含む／消費税込）
  ※呉竹学園関係者＝東京医療専門学校、呉竹鍼灸柔整専門学校、呉竹医療専門学校の卒業生・教職員の方

 会　　場 ●講義／実技：東京医療専門学校　代々木校舎
  　　　　　　　（所在地）東京都渋谷区代々木1-55　学園ビル
  ●実　　　習：ベテル南新宿診療所
   　　　　　　　（所在地）東京都渋谷区代々木2-6-8　中島第一ビル２Ｆ

 募集定員 15名程度

　乳がんや子宮がん、前立腺がんなどの手術や怪我、
感染など、または先天的な理由でリンパ流の異常が起
こり、浮腫を起こすという症状があります。
　それがリンパ浮腫です。
　現在日本ではリンパ浮腫の患者さんの正確な人数は
把握できてはいませんが、がんの手術件数から推測し
た数字では10万人以上の患者さんがいると言われて
います。

リンパ浮腫とは？

●複合的治療を主体としたリンパ浮腫治療を実践できるスペシャリストを養成します

●第一線で活躍する講師陣による講義で、リンパ浮腫治療の即戦力を養成します
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